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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
ご
家
族
共
々
す
こ
や
か
な
気
持
ち
で
、
こ
の
二
〇
〇
七
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
方
に
は
、
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
年
頭
に
あ
た
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
的
な
市
町
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
「
葛
城
市
」
も
、
早
い
も
の
で
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
助
け
合
う
、
温
か
み
の
あ
る
地
域
社
会
を
構
築
し
、「
住
み
つ
づ
け

た
い
ま
ち
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
を
め
ざ
し
た
市
政
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い
は

変
わ
る
こ
と
な
く
、
年
頭
に
あ
た
り
、
葛
城
市
の
発
展
と
市
民
の
福
祉
向
上
に
さ
ら
な
る
努
力
を
し

て
参
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、
経
済
の
低
成
長
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
、
地
球
的
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
的
確
に
対
応
し
、
豊
か
な
市
民
生
活
と
次
代
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
葛
城
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
悠
久
の
ロ
マ
ン
と
次
代
の
英
知
が
織

り
な
す
爽
快
都
市
シ
テ
ィ
ー

〜
葛
城
〜
」
の
実
現
に
向
け
、
新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
葛
城

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
都
市
計
画
に
か
か
わ
る
分
野
に
お
け
る
将
来
都
市
像
を

明
ら
か
に
し
、
総
合
的
、
体
系
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
確
か
な
安
心
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
市
民
の
生
活
を
し
っ
か
り
支
え
る
福
祉

保
健
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
制
度
の
安
定
性
の
両
面
に
お
い
て
、
信

頼
で
き
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
制
定
い
た
し
ま
し
た
葛
城
市
民
憲
章
に
は
、「
安
全
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
理

念
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
理
念
を
大
切
に
し
、
市
民
す
べ
て
が
誇
り
と
自
信
、
高
い
志

を
持
っ
て
共
に
手
を
取
り
合
い
葛
城
市
を
創
り
上
げ
て
い
く
、
創
造
の
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ど

う
か
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
共
に
、
今
年
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

葛城市長

川　義　彦
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
、
十
二
月
に
行
わ
れ
た
葛
城
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
市
議
会
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
以
て
光
栄
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
う
え
は
、
市
議
会
議
長
と
し
て
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
公
正
・
公
平
な
議
会
運
営
を
念
頭

に
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

早
い
も
の
で
合
併
し
て
二
年
余
り
が
た
つ
わ
け
で
、
昨
年
に
は
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
将
来
像
で
あ
る
「
悠
久
の
ロ
マ
ン
と
次
代
の
英
知
が
織
り
な
す

爽
快
都
市
〜
葛
城
〜
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
各
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
危
機
的
な
国
家
財
政
や
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
は
、
依

然
深
刻
で
あ
り
、
国
か
ら
地
方
へ
の
財
政
支
出
の
削
減
に
よ
り
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
市
の

財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
地
方
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
増
し
、
ま
た
、
社
会
情
勢

や
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
は
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
、
こ

の
課
題
を
始
め
、
行
政
上
の
諸
問
題
に
対
し
、
本
市
発
展
の
た
め
議
会
と
し
て
全
力
を
尽
く
す
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
な
お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
実
り
多
き
年
で
あ
り
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

葛城市議会議長

野　志　　昭
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○
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
西
川
　
弥
三
郎

副
委
員
長
　
寺
田
　
惣
一

委
員
　
　
　
阿
古
　
和
彦

川
西
　
茂
一

岡
島
　
辰
雄

高
井
　
悦
子

民
生
水
道
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
南
　
要

副
委
員
長
　
西
井
　
覚

委
員
　
　
　
山
下
　
和
弥

朝
岡
　
佐
一
郎

野
志
　
昭

白
石
　
栄
一

都
市
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
川
辺
　
順
一

副
委
員
長
　
吉
村
　
優
子

委
員
　
　
　
藤
井
本
　
浩

下
村
　
正
樹

亀
井
　
一
二
三

石
井
　
文
司

石
井
　
文
司

○
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
阿
古
　
和
彦

副
委
員
長
　
下
村
　
正
樹

委
員
　
　
　
川
辺
　
順
一

川
西
　
茂
一

西
川
　
弥
三
郎

南
　
要

白
石
　
栄
一

○
組
合
議
会
議
員

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合

野
志
　
昭

藤
井
本
　
浩

奈
良
県
葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合

野
志
　
昭

藤
井
本
　
浩

吉
村
　
優
子

亀
井
　
一
二
三

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
吉
村
　
優
子

副
委
員
長
　
朝
岡
　
佐
一
郎

委
員
　
　
　
西
井
　
覚

藤
井
本
　
浩

川
辺
　
順
一

寺
田
　
惣
一

西
川
　
弥
三
郎

白
石
　
栄
一

石
井
　
文
司

ま
ち
づ
く
り
事
業
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
川
西
　
茂
一

副
委
員
長
　
山
下
　
和
弥

委
員
　
　
　
阿
古
　
和
彦

下
村
　
正
樹

岡
島
　
辰
雄

野
志
　
昭

南
　
要

亀
井
　
一
二
三

高
井
　
悦
子

議
　
長野

志
　
昭

副
議
長藤

井
本
　
浩

平
成
18
年
第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
12
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
や
各
常
任
委
員
会
の
委
員
及
び
監
査
委
員
な
ど
議
会
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
新
た
な
役
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
４
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
が
開
催

○
監
査
委
員

○
特
別
委
員
会

平成19年度葛城市入札参加資格審査申請書の受付について 
　葛城市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント及び物品の購入等の競争入札に参加しようとする者は、 
次のとおり申請してください。 
　今回の申請は追加受付とし、葛城市内に事務所（本店）を有している者で、平成18年度に入札参加資格審査 
（業者登録）申請書を提出していない業者が対象となります。 

受付期間

提出場所

提出方法

有効期限

申請書の様式

提出書類

申請要領の配付場所

平成19年2月1日（木）〜28日（水）　土・日・祝日を除く、午前９時〜正午・午後１時〜4時

葛城市役所　都市整備部　管理課（新庄庁舎2階）

持参のみ（申請内容を説明できる方が持参してください。）

平成19年4月1日から平成20年3月31日までの1年間

◎建設工事及び測量・建設コンサルタント→国土交通省様式　◎物品購入・委託業務等→葛城市指定様式 

詳細は入札参加資格審査申請要領のとおり

葛城市役所新庄庁舎2階　管理課窓口

申請要領及び葛城市指定様式は葛城市のホームページ（http：//www.city.katsuragi.nara.jp/）にも掲載しています。 
※申請書作成に際しては、必ず申請要領をご確認ください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ】管理課（内線1241・1244） 

 

な
お
、
審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。



55 広報「 」平成19年1月号

全全
国国
老老
人人
クク
ララ
ブブ
連連
合合
会会
表表
彰彰

老老
人人
クク
ララ
ブブ

育育
成成
功功
労労
表表
彰彰
　　
受受
賞賞

11
月
22
日
（
水
）、
第
35
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の

式
典
に
お
い
て
、
葛
城
市
か
ら
寿
連
合
会
前
会
長
　
森

田
義
一
氏
（
左
）
並
び
に
寿
連
合
会
会
長
の
松
浦
與
志

和
氏
（
右
）
の
両
名
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

両
名
は
、
合
併
前
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
、
合
併
後
も
老

人
ク
ラ
ブ
の
一
元
化
に
熱
意

と
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
ま

れ
、
葛
城
市
寿
連
合
会
の
設

立
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

12
月
8
日
（
金
）、
市
内
の
市
立
保
育
所
で
お
も
ち
つ
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
手
伝
い
に
来
て
い
た
だ
い
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
、
大
き
な
か
け

声
を
か
け
な
が
ら
“
ぺ
っ
た

ん
、
ぺ
っ
た
ん
”
と
お
も
ち
つ

き
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出

来
上
が
っ
た
柔
ら
か
な
お
も
ち

を
、
み
ん
な
で
丸
め
て
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
Q

お
正
月
を
迎
え
る
行
事
と
し

て
、
と
て
も
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

おお
もも
ちち
つつ
きき

ヒヒ
ララ
ドド
ツツ
ツツ
ジジ
なな
どど
植植
栽栽

11
月
26
日
（
日
）、
兵
家
イ
ト
ー
ピ
ア
住
宅
内
の
南
北
公

園
間
を
結
ぶ
緑
道
に
、
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
八
百
二
十
四
本
と

ア
ベ
リ
ア
六
百
八
十
本
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
植
栽

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
苗
木
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
「
平
成
十
八

年
度
緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
で
の
宝
く
じ

助
成
金
を
受
け
購
入
し
た
も
の
で

す
。イ

ト
ー
ピ
ア
住
民
の
皆
さ
ん

は
普
段
か
ら
緑
化
活
動
に
力
を

注
が
れ
て
い
ま
す
が
、
景
観
保

存
と
良
好
な
住
宅
地
を
維
持
す

る
た
め
、
ま
た
よ
り
一
層
の
緑

化
推
進
を
図
る
た
め
に
、
こ
の

事
業
を
要
望
さ
れ
実
現
し
た
も

の
で
す
。

来
春
に
は
、
赤
や
白
の
花
が

咲
き
、
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

葛葛
城城
市市
民民
生生
児児
童童
委委
員員
大大
会会

11
月
28
日
（
火
）、
疋
田
東
和
苑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
「
東
和
苑
ミ
ニ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」（
高
木
真
会
長
）
主
催

に
よ
る
「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。同

サ
ロ
ン
は
、
家
に
い
る
お
年
寄
り
の
方
々
に
楽
し
く
話
を

す
る
機
会
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
運
動

や
文
化
関
係
の
教
室
を
通
し
て
交
流
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
サ
ロ
ン
メ
ン
バ
ー
40
人
が
集
ま
り
、
生
ク
リ

ー
ム
を
泡
立
て
た
り
、

イ
チ
ゴ
や
チ
ョ
コ
を

飾
り
付
け
た
り
し
て

楽
し
い
一
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
一
足
早
く

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を

味
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

クク
リリ
スス
ママ
スス
ケケ
ーー
キキ
づづ
くく
りり

11
月
13
日
（
月
）、
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
2
回
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
（
葛
城
市
民
生
児
童
委
員

連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
内
で
活
動
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
一
同
に
会
し
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
福
祉

の
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
に
お
い

て
、
地
域
福
祉
の
中
核
的
役
割
を

担
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
そ

の
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
の
充

実
強
化
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
呼
応
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
福
祉
活
動
の
問
題
提
起
お
よ

び
日
頃
の
見
守
り
活
動
や
相
談
活

動
を
通
し
て
支
援
し
て
き
た
事
例

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
３
日
（
祝
）、
元
総
理
府
事
務
官
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
陵
墓
管
理
業
務
に
精
励
し
た
こ
と
に
対
し
、

芳
村
章
雄
氏
（
北
花
内
）

が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃

え
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

芳芳
村村
章章
雄雄
氏氏
にに
瑞瑞
宝宝
単単
光光
章章
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葛城市職員の給与などの概要（人事行政の運営等の状況） 葛城市職員の給与などの概要（人事行政の運営等の状況） 

１ 任免及び職員数に関する状況

2 給与の状況（総括）
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3 給与の状況（職員の平均給与月額、初任給等の状況）

4 給与の状況（一般行政職の級別職員数等の状況）

5 給与の状況（職員の手当の状況）
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6 給与の状況（特別職の報酬等の状況）

7 勤務時間その他の勤務条件の状況

8 分限及び懲戒処分の状況 9 服務の状況

10 研修の状況

11 公平委員会の業務の状況
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説　明　会　会　場

平成18年分所得税の確定申告説明会等の開催について

平成18年分の所得税の確定申告（2/16～3/15）に備え、葛城税務署では、下記のとおり説明
会の開催と相談所の開設を実施します。

☆　所得税確定申告説明会、決算及び消費税説明会
・所得税および消費税の申告手続き、改正点などの説明を行います。
・この説明会では、個別の申告相談および申告書の収受は行っていません。

☆　公的年金等受給者の事前集合指導
・公的年金等の受給者対象の確定申告説明会です。不動産、株式などを売却したときの譲渡所得等の相
談は行いません。

・土・日・祝日は開催していません。

☆　確定申告期間中の相談会場は次のとおりです。
・税理士が相談を行い、確定申告書の受付を行います。不動産、株式などを売却したときの譲渡所得等
の相談は行いません。

・土・日・祝日は開催していません。

＊ 各会場ともに駐車場が狭いため、お車での来場はご遠慮ください。
＊ 北葛広域申告会場「畿央大学（第二講義棟2階第3会議室）」には駐車場がありません。来場される方は、

正門からお入りください。また、自転車・バイクでお越しの方は、東門へお回りください。
＊ 葛城税務署では、今年の確定申告期間中、平日（月曜から金曜日）以外にも下記の日に限り、確定申告

の相談・申告書の受付を行います。

●　2月18日（日）、25日（日）　いずれも午前9時～午後5時（正午～午後1時は除く）

●●国税庁ホームページの利用について●●
国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」で確定申告書の作成ができます。
国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp
ご自宅のパソコンからインターネットを利用して、確定申告が可能です。
ホームページは24時間利用できます。
還付申告の方は、2月15日（木）以前でも申告書の提出ができます。

◎詳しくは、葛城税務署　1（22）2721 まで

説　明　会　会　場
地場産業振興センター（5階大会議室）
ふたかみ文化センター（1階市民ホール）
橿原文化会館（1階小ホール）

日　　　時
1月25日（木）午後2時～4時30分
1月26日（金）午後2時～4時30分
1月29日（月）午後1時20分～3時50分

1月30日(火) ～ 2月 1日(木)
（午前の部）
10時～12時

（午後の部）
1時～3時30分

王寺町やわらぎ会館（3階研修室）
説　明　会　会　場

五條市立中央公民館（3階大会議室）
奈良県社会教育センター(3階大研修室) 
河合町まほろばホール(小ホール) 
奈良県市町村会館（8階大研修室）
葛城納税協会会館（2階会議室）

日　　　時

1月31日(水) ～ 2月 1日(木)
2月 6日(火) ～ 2月 7日(水)
2月 7日(水) ～ 2月 9日(金)
2月 8日(木) ～ 2月15日(木)
2月13日(火) ～ 2月15日(木)

2月16日(金) ～ 3月 6日(火)
（午前の部）
10時～12時

（午後の部）
1時～3時30分

奈良県市町村会館（8階大研修室）
香芝市役所（2階大会議室）
五條市市民会館（3階会議室）
王寺町やわらぎ会館（2階多目的フロアー）
北葛広域申告会場　畿央大学（第二講義棟2階第3会議室）
奈良県社会教育センター（3階大研修室）

日　　　時

2月19日(月) ～ 2月23日(金)
2月19日(月) ～ 2月23日(金)
2月26日(月) ～ 3月 2日(金)
2月26日(月) ～ 3月 2日(金)
3月 6日(火) ～ 3月 8日(木)
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税源移譲で平成19年度の市･県民税はどうなるの？
広報12月号で「平成19年度分から個人住民税が変わります」とお知らせしました。では、具体的にどう変わ

るのでしょうか。
240万円の年金収入がある昭和15年1月2日以前生まれの夫が63歳の妻を扶養する場合、平成18年度と平成

19年度の市・県民税を比較してみました。

償却資産の申告期限は1月31日です
固定資産税は、土地、家屋に対し課税されますが、それ以外に事業のために所有している機械、器具、

設備などの償却資産についても課税の対象となり、その所有者に対し固定資産税として課税されます。
◎　申告しなければならない方 ⇒ 1月1日現在において、償却資産を所有する法人および個人

※　免税点未満（所有者の課税標準額の合計が150万円に満たない場合）であっても、1月1日現在
において償却資産を所有していれば申告が必要です。

◎　前年度に申告された方 ⇒ 平成18年1月2日から平成19年1月1日までの間に増加または
減少した資産について申告してください。

◎　該当する資産がなくなった場合 ⇒ 休業、廃業、解散などで該当する資産がなくなった場合は、
そのことを申告してください。

◎　課税対象とならない償却資産は次のとおりです。
①　耐用年数が1年未満または取得価格が10万円未満であるもの。
②　取得価格が20万円未満で事業年度ごとに一括して3年間で償却を行うもの。
③　自動車、原動機付自転車のように自動車税、軽自動車税の課税対象になるもの。
④　家屋として課税されているもの。 ◎詳しくは、税務課まで

◎詳しくは、税務課まで

平成18年度

収入金額

所得金額

配偶者控除

基礎控除

医療費・社会保険料控除等

人的控除の差

課税標準額

所得割

定率控除
(定率減税)

調整控除

定率(調整)控除後の税額

老年者非課税措置廃止の経過措置

均等割

年税額

所
得
割

市民税 県民税

2,400,000円①

①－1,200,000円＝1,200,000円②

330,000円（所得税は380,000円）③

330,000円（所得税は380,000円）④

300,000円⑤

住民税と所得税における基礎控除や扶養控除などの控除額の差

②－（③＋④＋⑤）＝240,000円⑦

⑦×3％＝7,200円⑧ ⑦×2％＝4,800円⑨

（⑧＋⑨）×7.5％＝900円⑩

⑩－⑪＝500円⑫ ⑨×7.5％＝400円⑪
住民税は、人的控除の差があるため、課税所得は所
得税よりも高くなり全体の税負担は増えてしまいま
す。これを調整するため人的控除の差に応じて税額
が減額されます。

⑧－⑫＝6,700円⑬ ⑨－⑪＝4,400円⑭

⑬×1/3＝2,200円⑮

1,000円⑰

⑮＋⑰＝3,200円⑲

⑭×1/3＝1,400円⑯

400円⑱
（森林環境税100円含む）

⑯＋⑱＝1,800円⑳

⑲＋⑳＝5,000円

平成19年度

市民税 県民税

2,400,000円①

①－1,200,000円＝1,200,000円②

330,000円（所得税は380,000円）③

330,000円（所得税は380,000円）④

300,000円⑤

100,000円⑥

②－（③＋④＋⑤）＝240,000円⑦

⑦×6％＝14,400円⑧ ⑦×4％＝9,600円⑨

平成11年度税制改正で導入された減税で
平成19年度から廃止

⑥と⑦を比較、⑥＜⑦

⑥×3％＝3,000円⑩ ⑥×2％＝2,000円⑪

⑧－⑩＝11,400円⑫

⑫×2/3＝7,600円⑭

2,000円⑯

⑭＋⑯＝9,600円⑱

⑱＋⑲＝15,500円

⑨－⑪＝7,600円⑬

⑬×2/3＝5,000円⑮

900円⑰
（森林環境税300円含む）

⑮＋⑰＝5,900円⑲
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葛城市では、市民の皆さまから市政に対するご意見をお聞きし、市政運営に役立てることを目的に、「市政モ
ニター」を募集します。
市の施策や仕事に関心のある方は、ぜひ、この機会にご応募ください。

●●●●●　市政モニター募集　●●●●●

主な活動

応募資格

募集人数
選　　考
任　　期

応募方法

応募期間
選考結果

（1）市政に関するテーマによるモニター会議への参加
（2）施設見学会への参加
（3）市の施策、事務事業等に関するアンケートの提出
（4）市長との懇談会への参加
＊会議、見学会等は、原則として平日に開催します。
葛城市内に在住している平成19年4月1日現在、満18歳以上の方でモニター活動に意欲を
お持ちの方（公務員及び公務員に準ずる方、暴力団等関係者を除く。）
30人
応募された方の中から地域、年齢、職業などを考慮して決定します。
委嘱の日から平成21年3月31日まで
必要事項を記入の上、次のいずれかで応募してください。
○ 官製はがき、又は封書で応募の場合

〒639-2195 葛城市柿本166番地
葛城市役所　企画部秘書課　市政モニター担当　あて

○ Eメールで応募の場合（件名に市政モニター応募と記入してください。）
メールアドレス　hisho@city.katsuragi.lg.jp

【必要事項】
住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、職業、電話番号

1月9日（火）から1月31日（水）まで
選考結果は、3月中旬に応募された方全員に通知します。

20歳からは国民年金の加入となります！
国民年金は、日本国内に住む20歳以上60歳未満の全ての人に加入していただく制度です。
学生であっても20歳になったら国民年金に加入しなければなりません。

どのような人が
加入するの？

自営業者、農林漁業者、学生、フリーター等の方が加入となります。
これらの方たちを「国民年金第1号被保険者」といいます。
＊サラリーマン・ＯＬ・公務員の方たちは、厚生年金または共済組合の加入となり
「国民年金第2号被保険者」、第2号被保険者に扶養されている配偶者は、「国民年金
第3号被保険者」となります。
これらの方たちは、国民年金の第1号被保険者の加入手続きをする必要はありません。

加入手続きは？ 20歳の誕生日の前月に届く「国民年金被保険者資格取得届書」により市民課にて届出
をします。

保険料の納付は？ 加入手続き後、社会保険庁から送付される国民年金保険料納付案内書により、毎月の
保険料を翌月末までにご自分で納めることになります。

納める場所 全国の金融機関・郵便局の窓口のほかコンビニエンスストアでも納めることができます。
また、インターネット(パソコン・携帯電話)を利用する方法でも納めることができます。
保険料納付は、割引もある口座振替を利用するとたいへん便利でお得です。

保険料納付が困
難な場合は？

○　申請によって保険料納付を免除される制度があります。（保険料免除制度）
○　学生の場合には、在学期間中の保険料を後払いできる「学生納付特例制度」があ

ります。
国民年金は、国が責任をもって安全・確実に運営しており、老後は生涯にわたって年金を受け取ることがで

きます。また、老後だけではなく、けがや病気で障害が残ったり、生活を支えている一家の働き手を亡くした
場合は、障害・遺族年金があります。
これらのメリットは国民年金の加入と保険料納付または免除が前提となります。
加入手続きをお忘れの場合は、至急市民課に届出をしましょう。

～　新成人のみなさんへ　～

◎詳しくは、市民課 まで

◎詳しくは、秘書課 まで
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毎月11日は
人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部

葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

（人権政策課）

人権啓発小冊子人権啓発小冊子「「葛城市人権スポットを歩く葛城市人権スポットを歩く」」 そのその55
葛城市人権教育推進協議会が作成した小冊子「葛城市人権スポットを歩く」から、人権スポットを紹介しま

す。時間がありましたら、健康増進をかねて一度訪ねてみてください。

～人々の生活や文化をつないだ～人々の生活や文化をつないだ竹内街道竹内街道
たけのうちかいどうたけのうちかいどう

～～

【写真】 現在の竹内街道

大和と河内をつなぐ二上山越えの道は、北から関屋越・田
尻越・穴蒸越・岩屋越・竹内越・平石峠越の6つのコースがあ
りました。これらの道は大和中南部に住む人々に貴重な文物
をもたらし、また、四国・中国・九州方面から伊勢に向かう
人々が利用する大切な街道でした。
このうち、司馬遼太郎（幼少時代をこの地で過ごした）の

『街道を行く』で人々に知られた竹内街道が最も頻繁に利用さ
れた道でした。竹内街道は奈良時代以前から大和と難波とを
結ぶ日本最初の官道として整備され、中国大陸・朝鮮半島の
文物が大和に入り、古代文化を発展させました。
また、平安～鎌倉時代になって庶民の間に長谷寺や吉野の

金峯山への参詣、西国三十三所巡礼や伊勢参宮が盛んになる
と、さらに多くの人々が往来するようになりました。
江戸時代になっても人々の生活や信仰を支える道として多

くの人々に利用され、著名な文人たちも頻繁に行き来するよ
うになりました。芭蕉が竹内村を訪れ、孝女伊麻の話に感激
したことは『芭蕉書簡集』に記されています。また、江戸時
代中期から盛んになった「おかげ参り」に加わって伊勢をめ
ざした人々が最も多く利用したのも竹内街道です。
なお、明治22年（1889）に起こった十津川大水害の被災

者たちが、新天地を求めて北海道に移住する際、この街道を
越えて神戸から船に乗っています。この時、すべてを失い、
身一つで新天地に向かう十津川郷の人々に街道周辺の人々は
炊き出しをするなど、暖かい援助の手を差し伸べたという話
がいまも語り継がれています。

5．竹内街道

【写真】 竹内街道案内図（長尾神社北側）
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☆ 健康相談
●日時：1月11日（木）・26日（金）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：新庄健康福祉センター
●内容：血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆ 乳幼児健康相談
●日時：1月 9日（火）・10日（水）

2月 6日（火）・ 7日（水）
●受付：午前10時～午前11時
●場所：當麻保健センター

◆日時：1月24日（水）・25日（木）
◆受付：午前10時～午前11時
◆場所：新庄健康福祉センター

●内容：身体測定、保健師・栄養士による個別相談
※ 母子健康手帳をご持参ください。

““““ああああんんんんじじじじょょょょううううウウウウォォォォーーーークククク22221111””””実実実実施施施施中中中中
最近の葛城市では、小太りの男性やストレスの解消がなかなか出来ない女性が多いことが調査によってわか

っています。そこで“あんじょうウォーク21”は、『運動の大切さは知っているけど、なかなか続けられない』
という方や『ストレス解消のために何かないか？』という方にお勧めです。“あんじょうウォーク21”とは、歩
数計をつけて1万歩歩く毎に地図に色を塗りながら、地図上を歩くバーチャルウォーキングです。
健康増進課や健康づくり推進員が主催するウォーキングや健康教室などで、エントリーしていただくことが

できます。カゼを引きやすいこの季節。体力づく
りのきっかけにぜひエントリーしてみませんか？

（近日予定されているエントリーの機会）

2月3日（土） 生活習慣病予防講演会

時間：午後1時30分～午後4時00分

場所：葛城市新庄健康福祉センター

その他、健康教室やウォーキングイベント
などでもエントリーできます。
詳しくは、新庄健康福祉センター

1（69）9900までご連絡ください。

「 」進捗状況！
～第5回プランニングパートナー会議について～

去る、12月4日に第5回プランニングパートナー会議を開催しました。
今回からは健康なまちづくり計画である「 」を具体的にどんな計画にす

るのかを考えていきます。取り組んでいくのはプランニングパートナーの皆さんが葛城市の現状を踏まえて
選んだ「運動習慣」、「心の健康」、「食生活・栄養」、「健（検）診・保健事業」、「歯・たばこ」の5つの分野
です。
今回は葛城市の現状から「どのような人が」、「どうなれば良いのか」（例：「中高年の男性が」、「適量の

飲酒ができる」等）を分野ごとに思いつく事を挙げました。その中から重
要性と実現できそうかという２つの観点から優先順位の高い３つを選びだ
し、「なぜ健康的な行動ができないのか」、「どうすれば健康的な行動がで
きるのか」等を考えました。各分野でグループワークを通して地域活動で
の経験や各世代の立場から思う事などの意見を交わし、建設的な話し合い
となりました。会議後のアンケートにおいても、具体的な意見交換ができ
て良かったと感じている方が多かったです。
次回の会議では、今回を踏まえてさらに「どんな取り組みが必要なのか」

を話し合っていく予定です。

１
万
歩
歩
け
た
ら
、

マ
ス
を
一
つ
塗
り
つ
ぶ
そ
う
！
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あなたの車はあなたの車は、、大丈夫ですか？大丈夫ですか？
車上ねらい・部品ねらいが多発していますので注意してください。

▽▼１１１１１１１１９９９９ココココーーーーナナナナーーーー▲△
平成18年11月中 火災… 1件　救急… 103件　救助… 0件
平成18年の累計 火災… 8件　救急… 1,126件　救助… 16件

高田署管内では、「車上ねらい」・「部品ねらい」が平成18年10月末現在390件、そのうち葛城市内では
83件が発生しています。「車上ねらい」は、車の中から金品を盗む犯罪です。「部品ねらい」は、車内に取り
付けてあるカーナビなどを盗む犯罪です。
施錠している車でさえ、こじ開けられ被害に遭うこともまれではありません。車上ねらい犯を撃退するため

の最低限の手だては打っておきましょう。

高田地区地域安全推進委員の委嘱状交付高田地区地域安全推進委員の委嘱状交付
高田警察署管内の高田地区地域安全推進委員は、平成18年10月1日付で、181名の皆

さまが高田防犯協議会の会長から委嘱されました。
葛城市内で委嘱された地域安全推進委員は、次の27名の皆さまです。（敬称略）

石川重幸、木村一夫、駒井和雄、杉本善巳、田中邦男、西川孝明、西野　孝、
福田可門、安川博文、吉川佳宏、吉田勝治、赤土好文、島田東一、高橋勝英、
山本貞次、山本　勉、赤井重義、池田誠一、大村隆彦、坂本末春、笹岡 郎、
下村正樹、仲川和博、増田　晃、水原淳吉、安井利満、北川聰和

地域安全推進委員の任期は2年間です。主な活動は

被害に遭わない方策は、
1.必ずドアをロックする！ ：施錠しなかったり窓を少し開けたまま車を離れたほんの数分の間に

被害に遭いますから、リモコンドアロックの場合は鍵がかかったか目で見て確認しましょう。
2.手荷物はいつも持ち出す！ ：金目の物があるか事前に確かめ、あれば鍵穴を壊したりガラスを破

って盗みますから、駐車するときは車の中を空っぽに、持ち出せないならトランクに入れて
目隠しをしましょう。

3.明るい駐車場を選ぶ！ ：人目につかないよう、深夜、人通りが絶えた暗い場所に駐車してい
る車を物色しますから、防犯灯や防犯カメラなど防犯設備が整っているところを利用、自宅
の屋外車庫には、センサーライトなどを設置しましょう。

4.防犯装置を取り付ける！ ：車内にある金品だけでなく、車の内外に取り付けている高額な備品
もターゲットにしますから、車体の振動など異常を感知して警告音などを発する装置を活用、
カーナビなどはできるだけ外から見えにくいところにセットしましょう。

被害に遭ったり、不審者を見かけた時は、110番通報か高田警察署にすぐに連絡してください。

●地域住民の防犯に関する指導及び相談。●地域安全の広報活動・広報資料の配布・回覧やポスターの
掲示。●犯罪が多発するおそれがある地域に対する防犯パトロールなどの街頭活動。●犯罪や事故の発
生を知った時、又は不審者や救護を要する者を発見した時は警察等関係機関への通報。●地域の安全に
関する地域住民の意見・要望等のとりまとめと警察等関係機関への連絡通報。

などです。
皆さんが住んでおられる自治会等において自主防犯組織を立ち上げてもらい、防犯パトロールをされるな

ど犯罪のない安全で安心して暮らせる葛城市にしましょう。皆さんのご協力をお願い致します。
地域安全推進委員宅には「地域安全連絡所」の掲示板が掲示されていますのでお気楽にご相談ください。

110110番　地域を守る　ホットライン番　地域を守る　ホットライン
～　1月10日は、「110番の日」 ～

110番通報は、緊急を要する事件事故等に対応します。急を要さない要望・相談・
苦情や各種照会は、警察相談専用電話（♯9110）を利用してください。

110番通報は、あわてず落ち着いて
●何があったか？　●どこで？（場所）（電柱番号も目標物になります。）
●いつ？　●犯人は？　●今、どうなっている。 ●あなたの住所と名前・電話番号

高田警察署 1（22）0110
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 3 3

1月1日～2月5日 

1月1日～2月5日の催しはありません。 

新庄文化会館（マルベリーホール） 

當麻文化会館 

  9：00～12：00 

10：00～11：00 

18：30～ 

9：00～12：00

48-2811【生涯学習課】 

69-6122【新庄北小学校附属幼稚園】 

69-4600【新庄文化会館】 

69-6368

  1

  2

  8 

12 

13 

  3

月 

金 

土 

土 

成人式 

市内幼稚園合同文化観劇会 

東儀秀樹  新春コンサート 

華表保育園生活発表会 

関係者 

関係者 

有　料 

関係者 

葛城市教育委員会 

葛城市教育委員会 

葛城市 

華表保育園 

月　　　　　　　　 日 曜 催　　し　　物 入場方法 開演時間 主　　催　　者 連　　絡　　先 

は休館日 

新庄文化会館 
當麻文化会館 

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　169－4600　當麻文化会館　148－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。 
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。 

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 21222324252627282930 1

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 21222324252627282930

31

31

木 金 

 2

 2

土 

 3

 3

日 

 4

 4

月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 木 金 土 日 月 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 土 日 月 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 水 木 土 日 日 月 水 木 土 金 土 火 月 火 水 金 土 木 金 土 日 月 木 金 土 火 日 日 水 木 日 月 水 木 金 土 日 月 火 水 木 土 日 月 火 水 日 月 水 木 金 土 木 金 日 月 火 月 木 金 金 土 火 月 

 5

 5

 1

 1

 2

 2

 3

 3

 4

 4

 5

 5 1
1月4日：職員は出勤していますが、通常業務は行いません。 

 

好評発売中

好評発売中



は整理休館日 

新庄図書館 
當麻図書館 

は休館日 

◎平成18年5月より當麻図書館の休館日が第1・3水曜日及び毎週木曜日になりました。 
◎お問い合わせ　  新庄図書館　169－4646　當麻図書館　148－6000

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 21222324252627282930 1

 2  3  4  5  6  7  8  9 1011121314151617181920 21222324252627282930

31

31

木 金 

 2

 2

土 

 3

 3

日 

 4

 4

月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 木 金 土 日 月 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 土 日 月 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 火 水 木 金 水 木 土 日 日 月 水 木 土 金 土 火 月 火 水 金 土 木 金 土 日 月 木 金 土 火 日 日 水 木 日 月 水 木 金 土 日 月 火 水 木 土 日 月 火 水 日 月 水 木 金 土 木 金 日 月 火 月 木 金 金 土 火 月 

 5

 5

 1

 1

 2

 2

 3

 3

 4

 4

 5

 5 1

17 広報「 」平成19年1月号

図図
書書
館館
だだ
よよ
りり

書　　　 名 著　者　名　　　　 新庄図書館 當麻図書館
ガバちゃんの懸賞ココだけの話 長場典子 ○
男の更年期 柏瀬宏隆 ○
わたしのテーブルコーディネート 牧野由美子 ○　　
自然木・流木の木工 自然木・流木の木工編集部 ○
不正侵入 笹本稜平 ○
神の領域 堂場瞬一 ○
馬琴の嫁 群ようこ ○ ○
世界は単純なものに違いない 有吉玉青 ○
ヒトラーの死を見とどけた男 ローフス・ミッシュ ○
アラスカを追いかけて ジョン・グリーン ○
★犯罪から身を守る絵事典 国崎信江 ○ ○
★137億光年のヒトミ 鳴沢真也 ○
★ドラゴン・リリーさんの家の調査 山本理顕 ○
★アイヌの少年イキツカ 相川公司 ○
★フトンの国 門倉暁 ○
★獣の奏者1・2 上橋菜穂子 ○ ○
★白い盾の少年騎士上・下 トンケ・ドラフト ○ ○
★アマチェム星のセーメ ロベルト・ピウミーニ ○
★のんびりオウムガイとせっかちアンモナイト 三輪一雄 ○
★ハナちゃんのはなさがし アラン・メッツ ○

11 月 の 新 着 図月 の 新 着 図 書書 ★印…児童書

《《
催催
しし
もも
のの
ごご
案案
内内
》》

〔〔
映映
画画
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

日
時：

1
月
13
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
AV
ル
ー
ム

『
ア
イ
ス
エ
イ
ジ
』

〔〔
おお
はは
なな
しし
会会
のの
おお
知知
らら
せせ
〕〕

★
當
麻
図
書
館

日
時：

1
月
14
日(

日)

午
後
1
時
30
分
〜

場
所：

當
麻
図
書
館
２
階
お
は
な
し
の
へ
や
　

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
　
本
…
へ
へ
の
の
も
へ
じ

お
　
話
…
ね
こ
の
名
前

絵
　
本
…
し
ん
せ
つ
な
と
も
だ
ち

巻
き
紙
紙
し
ば
い
…
十
二
支
の
は
な
し

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
　
本
…
お
お
さ
む
こ
さ
む

お
　
話
…
北
風
に
会
い
に
行
っ
た
少
年

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
ね
ず
み
と
か
ぜ

★
新
庄
図
書
館

日
時：

1
月
27
日(

土)

午
前
10
時
〜

場
所：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や
・
AV
ル
ー
ム

《
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

絵
　
本
…
お
つ
き
さ
ま
こ
ん
ば
ん
わ

て
あ
そ
び
・
子
守
唄

紙
芝
居
…
み
ん
な
で
ぽ
ん
！

絵
　
本
…
だ
れ
の
あ
し
あ
と
　

ほ
か

《
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

お
　
話
…
十
二
の
つ
き
の
お
く
り
も
の

絵
　
本
…
う
さ
ぎ
の
さ
い
ば
ん

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
部
屋
に
入
れ
ま
せ
ん
。

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子どもに教える
今日はどんな日？
高橋　司／著

源平の風－白狐魔記－

斉藤　洋／作

一
年
間
で
行
わ
れ
る
行
事
を
月
ご
と
に
取

り
上
げ
、
由
来
や
意
味
、
行
事
に
関
連
す
る

言
葉
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。「
ど
う
し
て
七
五

三
に
は
千
歳
飴
を
食
べ
る
の
？
」
な
ど
、
子

ど
も
の
疑
問
が
解
決
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身

近
な
素
材
を
使
っ
た
遊
び
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
親
子
の
会
話
と
子
ど
も
の
好
奇
心
が
広

が
る
一
冊
で
す
。

人
間
の
姿
に
化
身
す
る
白
駒
山
の
仙
人
の

弟
子
と
な
り
、
自
ら
も
化
身
の
術
を
身
に
つ

け
た
一
匹
の
狐
は
、
白
狐
魔
丸
と
名
づ
け
ら

れ
、
人
間
の
姿
と
な
っ
て
人
間
の
世
界
に
入

り
込
む
。
そ
し
て
、
頼
朝
に
追
わ
れ
る
義
経

に
出
会
い
、
兄
弟
同
士
が
殺
し
あ
う
人
間
世

界
に
強
い
怒
り
と
深
い
疑
問
を
抱
い
た
白
狐

魔
丸
は
、
人
間
の
生
き
様
を
探
究
す
る
。

本
書
の
シ
リ
ー
ズ
四
作
は
、
源
義
経
・
竹

崎
季
長
・
楠
木
正
成
・
織
田
信
長
が
登
場
し
、

武
士
の
無
情
な
人
間
世
界
を
白
狐
魔
丸
の
目

を
通
し
て
描
い
て
い
ま
す
。
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増増
改改
築築
相相
談談

▼
日
　
時：

1
月
7
日(

日)

・
2
月
4
日(

日)

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
　
所：

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先：

1
（
48
）
4
4
1
7

▼
日
　
時：

1
月
27
日(

土)

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所：

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先：

1
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市

計
画
課
ま
で
。

税税
のの
納納
期期

1
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
7
期
分

の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
1
月
31
日(

水)

で
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

の
日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯

金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

歴歴
史史
博博
物物
館館
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

【【
展展
示示
会会
】】

平
成
18
年
度
冬
季
企
画
展

『
機
と
織
』

大
和
木
綿
や
河
内
木
綿
な
ど
、
昔
な
つ

か
し
い
木
綿
製
品
や
、
そ
れ
を
織
る
機は

た

、

関
連
文
書
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
　
期：

1
月
27
日(

土)

〜
3
月
25
日(

日)

▼
入
館
料：

通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【【
講講
演演
会会
】】

公
開
講
座
『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
10
回
）

「
瓦
か
わ
ら
に
も
ち
い
ら
れ
た
鬼き

面
紋
め
ん
も
ん

」

▼
日
　
時：

1
月
20
日(

土)

午
後
2
時
か
ら

▼
講
　
師：

岩
戸
晶
子
氏(

奈
良
国
立
博
物
館
）

▼
会
　
場：

歴
史
博
物
館
2
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
　
員：

1
0
0
名
程
度

▼
申
　
込：

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

1
（
64)

1
4
1
4
ま
で
。

絵絵
本本
講講
座座
のの
おお
知知
らら
せせ

た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
る
絵
本
の
中
か

ら
、「
こ
れ
こ
そ
」
と
思
え
る
絵
本
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
1
回
目
は
赤
ち
ゃ
ん
向
き
を

中
心
に
。
2
回
目
は
大
人
も
含
む
広
い
世

代
を
対
象
に
し
た
、
絵
本
の
世
界
で
す
。

毎
回
終
わ
り
に
読
み
聞
か
せ
と
お
は
な

し
も
あ
り
ま
す
。
是
非
ご
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

▼
講
　
師：

小
前
　
恭
則
さ
ん

（
大
阪
市
立
中
央
図
書
館

利
用
サ
ー
ビ
ス
課
担
当
係
長
）

▼
日
　
時：

1
回
目
　
1
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

2
回
目
　
1
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
　
所：

當
麻
図
書
館

2
階
　
研
修
室

▼
対
　
象：

大
人

▼
参
加
費：

無
料

▼
申
し
込
み
方
法：

葛
城
市
立
當
麻
図
書

館
及
び
新
庄
図
書
館
に
ご
来
館
も
し
く

は
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
2

回
講
座
で
す
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
で
も

結
構
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、

葛
城
市
立
當
麻
図
書
館

1
（
48
）
6
0
0
0

ま
で
。

葛葛
城城
市市
アア
ルル
ババ
イイ
トト
・・

パパ
ーー
トト
職職
員員
登登
録録

平
成
19
年
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職

員
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間：

1
月
15
日(

月)

か
ら
1
月
31
日(

水)

ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間：

午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で

▼
募
集
職
種：

一
般
事
務
・
情
報
セ
ン
タ

ー
業
務
・
図
書
館
業
務
・
学
校
図
書
室
補

助
業
務
・
学
校
給
食
調
理
業
務
・
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
業
務
・
保
健
師
の
業
務
・
看

護
師
の
業
務
・
栄
養
士
の
業
務
・
保
育
士

の
業
務
・
保
育
所
給
食
調
理
業
務
・
幼
稚

園
補
助
事
務
・
幼
稚
園
補
助
教
務
・
学
童

保
育
指
導
業
務
・
公
共
バ
ス
（
普
通
車
）

運
転
業
務
　
等

▼
応
募
資
格：
市
内
在
住
者
で
満
18
歳
以

上
の
方
（
職
種
に
よ
り
、
年
齢
規
定
と

資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

▼
応
募
方
法：

「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職

員
登
録
申
請
書
」
及
び
「
履
歴
書
」
を
葛

城
市
役
所
新
庄
庁
舎
3
階
秘
書
課
ま
た

は
、
當
麻
庁
舎
2
階
教
育
総
務
課
ま
で
受

付
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
期
間：

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
20
年
3
月
31
日
ま
で

※
「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
職
員
登
録
申

請
書
」
及
び
「
履
歴
書
」
は
、
秘
書
課

ま
た
は
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
秘
書
課
ま
で
。

第第
5533
回回
文文
化化
財財
防防
火火
週週
間間

（（
11
月月
2266
日日
はは
「「
文文
化化
財財
防防
火火
デデ
ーー
」」））

1
月
23
日

（
火
）
か
ら
1
月

29
日
（
月
）
ま

で
文
化
財
防
火

週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

市
内
に
は
、

寺
社
な
ど
の
建

造
物
や
仏
像
・
絵
画
な
ど
の
文
化
財
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
文
化
財
を
火
災

か
ら
守
る
心
配
り
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け

れ
ば
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
文
化
財
の
近
く
で
は
、
た
き
火
や
タ
バ
コ

の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
葛
城
市
消
防
署
・
葛
城
市
消
防
団

・
葛
城
市
教
育
委
員
会
）
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消消
費費
生生
活活
相相
談談

「
架
空
請
求
や
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時：

1
月
9
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
　
所：

當
麻
庁
舎
市
民
相
談
室

▼
相
談
料：

無
料

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

雪雪
中中
登登
山山
参参
加加
者者
募募
集集

▼
実
施
日：

1
月
28
日
（
日
）

▼
目
的
地：
葛
城
山

▼
集
合
場
所
、
集
合
時
間：

葛
城
市
市
民
体
育
館
前

午
前
8
時

葛
城
市
山
口
区
入
口

午
前
9
時

▼
参
加
対
象：

市
内
在
住
在
勤
者

（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
料：

無
料
（
参
加
賞
進
呈
）

▼
申
込
方
法：

当
日
会
場
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
服
　
装：

登
山
靴
又
は
長
靴
、
防
寒
着
、

帽
子
、
手
袋

▼
持
ち
物：

弁
当
、
水
筒
、
非
常
食
（
パ

ン
・
あ
め
な
ど
）、
ア
イ
ゼ
ン
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
シ
ャ
ツ
、
ビ
ニ
ー
ル
ふ
ろ
し
き
、

雨
具
、
新
聞
紙
、
そ
の
他
必
要
な
も
の

※
山
頂
に
て
豚
汁
を
作
り
ま
す
の
で
、

汁
わ
ん
・
は
し
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

（
汁
わ
ん
は
金
属
製
を
さ
け
て
く
だ
さ
い
。）

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

1
（
48
）
6
6
0
0

ま
た
は
、
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
（
69
）
6
9
6
1

ま
で
。

スス
キキ
ーー
教教
室室
開開
催催

▼
日
　
程：

2
月
9
日
（
金
）
〜
11
日
（
日
）

2
泊
3
日
（
車
中
1
泊
）

▼
目
的
地：

立
山
山
麓
極
楽
坂
ス
キ
ー
場

▼
参
加
対
象：

市
内
在
住
在
勤
者

※
児
童
（
3
年
生
以
下
）
参
加
の
場
合

は
、
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

▼
参
加
者
数：

定
員
40
名
　

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費：

大
人
（
中
学
生
以
上
）

3
0
、
0
0
0
円
　

小
人
（
小
学
生
以
下
）

2
8
、
0
0
0
円

※
貸
ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
ー
・
リ
フ
ト
・

昼
食
の
料
金
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法：

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を
添

え
て
葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
貸
ス
キ
ー
な
ど
が
必
要
な
方
は
、
身
　

長
・
靴
サ
イ
ズ
等
を
記
入
の
う
え
、
別
　

途
代
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切：

1
月
8
日
（
月
）
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

1
（
48
）
6
6
0
0

ま
た
は
、
葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
（
69
）
6
9
6
1

ま
で
。

寒寒
ささ
にに
備備
ええ
てて

水水
道道
管管
にに
もも
冬冬
じじ
たた
くく
をを
！！

寒
い
日
が
つ
づ

き
、
明
け
方
の
気

温
が
氷
点
下
ま
で

下
が
る
と
蛇
口
や

水
道
管
が
凍
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り

し
ま
す
。

特
に
、
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
や
日
陰
で
風
あ
た
り
の
強
い
と

こ
ろ
な
ど
は
凍
結
し
や
す
い
た
め
、
早
め

に
防
寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
凍
結
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
に
保

温
材
（
布
ぎ
れ
、
毛
布
な
ど
）
を
巻
き
、

ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
を
す
き
間
な
く
巻
い
て
保
温
し
て
く
だ

さ
い
。

や
水
道
管
に
タ
オ
ル
か
布
き
れ
を
か
ぶ
せ
、

ぬ
る
ま
湯
（
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
や
蛇

口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。）

を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

★
万
一
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
・
・
・

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉

め
、
葛
城
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
水
道
局

1
（
48
）
4
7
0
7
ま
で
。

防水テープ
（ビニールテープ）

水道管

保温材料
（保温チューブ）

特特
定定
優優
良良
賃賃
貸貸
住住
宅宅
のの

入入
居居
者者
募募
集集

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
と
は
、
県
住
宅
供
給

公
社
が
一
定
期
間
管
理
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

け
（
条
件
に
よ
り
単
身
入
居
も
可
）
の
賃
貸

住
宅
で
す
。

家
賃
の
補
助
が
で
ま
す
。

▼
葛
城
市
で
募
集
す
る
特
定
優
良
賃
貸
住
宅：

　

ピ
ー
ア
ニ
当
麻
（
八
川
）

鉄
骨
造
5
階
建
　
48
戸
　
3
L
D
K

家
賃
7
万
7
千
円
か
ら

近
鉄
南
大
阪
線
「
尺
土
」
駅
徒
歩
3
分

▼
申
　
込：

先
着
随
時
受
付
　
平
日
受
付

（
2
月
の
み
土
日
祝
も
受
付

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◎
詳
し
く
は
、

奈
良
市
大
森
町
57-

12

奈
良
県
奈
良
総
合
庁
舎
3
階

県
住
宅
供
給
公
社
住
宅
管
理
課
民
間
住
宅
係

1
0
7
4
2
（
25
）
0
7
7
1

内
線
3
1
9

ま
で
。

★
も
し
、
凍
結
し
た
と
き
は
・
・
・

自
然
に
と
け
て
水
が
出
る
の
を
待
つ
の
が

一
番
で
す
が
、
急
ぐ
と
き
は
凍
結
し
た
蛇
口
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◆男　１７，２９０人　◆女１８，５８９人　 
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1月    January

●日時　1月11日（木）第2木曜日
午前9時～正午

場所　葛城市役所（新庄庁舎）
申込　不要（先着順）

●日時　1月18日（木）第3木曜日
午前9時～正午

場所　忍海集会所
申込　不要（先着順）

●日時　1月25日（木）第4木曜日
午前9時～正午

場所　當麻文化会館
申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
1 69-3001

●日時　1月18日（木）第3木曜日
午後1時～4時

場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　1月25日（木）第4木曜日
午後1時～4時

場所　當麻文化会館

◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　1 69-3001

●中和法律センタ－
【本　　所】
日時　毎週火曜日・金曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　大和高田市大中106-2

経済会館4階
【香芝支所】
日時　第1水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　香芝市本町1397

香芝市役所
【橿原支所】
日時　第2・3水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　橿原市八木町1-1-18

橿原市役所北館1階
【王寺支所】
日時　第4水曜日（祝日は休み）

午後1時～4時
場所　王寺町久度2-2-1-501

地域交流センター
◎申込　相談は予約面談制（30分）

必ず電話で事前予約してください。
（124-5403）
相談日の1週間前の同じ曜日午前9時30分
から先着順にて受け付けます。
（祝日の場合は原則その前日より）

◎対象者　葛城市、大和高田市、橿原市、御所市、
香芝市、桜井市、宇陀市、北葛城郡、
高市郡、磯城郡、宇陀郡、東吉野村に
お住まいの方


